
ま ち の 話 題

18
7 茨城県交通安全キャラバン隊が

交通事故防止を呼びかけ
　市役所本庁舎前の里のひろばで、茨城県交通安

全母の会連合会に
よるメッセージ伝
達式が行われまし
た。この式で大井
川茨城県知事から
のメッセージが大
部市長に伝達され
ました。

　7月27日に第49回高萩まつりが開
催されました。今年は天候にも恵ま
れ、まつり開始から多くの市民のみ
なさんで賑わい大いに盛り上がりまし
た。7月28日には各地区で地域の祭
りが開催されました。神輿やお囃子
の演奏ほか大抽選会などもあり、参
加したみなさんは楽しいひとときを
過ごしていました。

27
7

28
7

高萩まつりと各地区まつり開催～

　高戸前浜海岸を会場
に開催されました。大
会オープニングにはイ
ンドア・バレーボール
元日本代表選手の川合
俊一さんが登場。コー
トでは白熱した試合が繰り広げられました。

14
7

15
7 ジャパンビーチバレー

ボール高萩大会～

　東京で開かれた
国際地図学会議に
出席した外国人を含
む研究者のみなさ
んが、会 議 終了後
の研修ツアーとして
本市を訪問。歴史民俗資料館で長久保赤水特別展
の資料を興味深げにご覧になりました。

21
7

22
7 国際地図学会議

ポストコングレスツアー～

18
7 高萩清松高・明秀日立高生徒が

インターハイ出場報告
　全国高校総体（インターハイ）に出場する高萩清
松高ウエイトリフティング部とボクシング部、明秀
日立高卓球部の選手たちが市役所を訪れ大部市長
を表敬訪問。それぞれ活躍を誓いました。

大部市長と高萩清松高の選手たち 大部市長と明秀日立高の選手たち

22
7

福島県矢祭町長が表敬訪問

　矢祭町長の佐川正一郎氏が市役所を訪れ大部市
長を表敬訪問しまし
た。今 回 の 訪 問 で
大部市長は「両市町
のより良いまちづく
りのため、相互協力
を一層深めていきた
い」と述べました。 大部市長と握手する佐川氏（右）

20
7

1
9 高萩の名産を使ったメニューでおもてなし

古民家カフェ「高萩茶寮」～

料理監修をした秋山氏

　昨年の夏に新登場して好評だった高萩茶寮のカ
フェが今年の夏も
期間限定で登場！
今年はかき氷に加
え、冷うどんも登
場。訪れた人は銀
座「六雁」総料理長
監修のメニューを
堪能していました。

むつかり

守ろう！
飼い主の7か条
飼い主になるということは
全てに責任をもつことです。
「ペットの命を預かる責任」、
「ルールやマナーを守り、周辺
地域に迷惑をかけない責任」

を果たしましょう。

マナーを守って人も動物もしあわせにマナーを守って人も動物もしあわせに
～正しい知識と行動が動物愛護に繋がります～

病気の知識と予防
動物の病気や感染症などに
ついて正しい知識を持ち、そ
の予防に必要な注意を払い
ましょう。

繁殖制限
飼っている動物が増えすぎ
て管理ができなくなることの
ないように不妊・去勢手術を
しましょう。

災害対策
備蓄品の準備や避難訓練、日常生
活におけるしつけなど
をしておき、災害時には
同行避難しましょう。

猫にエサを与える前に考えよう！

その猫を飼うことができますか？
猫に定期的にエサをあげると、自分でエサを探す方法を学ぶ機
会を奪うことになります。その子の命が全うするまで責任が持て
ますか？

その猫は本当にお腹が減っていますか？
飼い猫がエサを食べた後に散歩しているだけかもしれません。
猫自身が自力でエサをとっているかもしれません。適量以上のエ
サを与えると病気につながることもあります。

猫の糞尿や爪とぎで困っている人はいませんか？
猫の糞尿で庭や畑が荒れてしまったり、爪とぎで車
を傷つけられて困っている人もいます。「エサを与え
ること」と「トイレの片付け」はセットです。

猫の幸せはなんでしょうか？
エサをもらい、生活のサイクルが安定すると繁殖も容易にしま
す。しかし、屋外で生活する子猫は感染症にかかりやすく、交通事
故や野生動物に襲われることも多くあります。屋外で生活する猫
が増えることはいいことなのでしょうか？

★迷子のペット情報（保護・逸走）

★猫が庭などに入らないようにする方法　など
　（環境衛生課窓口にもリーフレット等があります。）

　 自宅などの敷地内で、のら猫や
　 鳥などの動物が亡くなっていた場合は？

    土地の所有者または管理されている人が
処理することになります。素手で触らないよう
取扱うとともに、黒いビニール袋などに入れた
上、指定ごみ袋（可燃ごみ）に入れて排出してく
ださい。
市道や公園などの市の施設の場合は市役所、
国道の場合は日立国道事務所（☎ 0294-23-
3455）へご連絡ください。

■犬や猫などの相談や困りごとは…
　茨城県動物指導センター　☎0296-72-1200

■問合せ　環境衛生課　☎23-7031

9月20～26日は

動物愛護週間、

10月は飼い主マナ
ー

向上推進月間です
。

逸走防止
動物が逃げ出したり
迷子にならないよう
に、必要な対策
をとりましょう。

迷惑防止
鳴き声や毛などの飛散、臭
い、排泄物など、日頃から
周囲の人への配慮を心掛
けましょう。

身元表示（所有明示）
飼い主がわかるよう、首輪
や迷子札、マイクロチップ
などを付けましょう。

終生飼養
動物の種類や習性などを
正しく理解し、動物がその
命を終えるまで飼い続け
ましょう。

市のホームページをごらんください

Ｑ

Ａ

6市報たかはぎ　2019.9


